
ACP ワーキングチーム 

 

 

「ACP」って言葉をご存じですか？ACP とは、advance care planning（アドバンス・

ケア・プランニング）の略です。愛称を「人生会議」といいます。人生の最終段階の医

療・ケアについて、自分自身の価値観を認識し、今後の人生についてどう生きたいかを、

本人が主体となって、その家族や近しい人、医療・福祉・ケアの担い手と共に繰り返し

話し合うプロセスのことです。いよいよお別れ、という時期がせまると御自分の受けた

い（受けたくない）医療ケアを御自身で話せない方が多いという現実から国をあげて推

進している考え方です。 

当院では 2023 年度から、Ⅰ、ACP の院内職

員への普及・啓発 Ⅱ、地域の医療介護従事

者の皆さまとの ACP の考え方の共有を目的と

して、活動を開始しました。 

Ⅰの一環としてポスター掲示を行っていま

す。例えば、ACP 劇場６-②（右記）は「ACP

は知っているけど、いつどのように話しをす

ればいいのか分からない」との声に向けたも

ので、日頃の会話の中から患者さんの価値観

をつかもうと意識することを呼びかけていま

す。会話の内容を書き留め、多職種で共有し、

その先の医療・ケアプランに活かしてしてい

く作業が ACP です。 

Ⅱとしては、これまでに３回、医師、看護

師、ケアマネなど多職種の方に集まっていた

だき研修会を開催しました。例えば、第２回

では「認知症をもつ人の意思決定支援」をテー

マに５グループに分かれ、みんなでざっくばら

んに話し合いました。普段あまり接する機会の

ない方々の意見が聞け、顔の見える関係ができ

るのも研修会の醍醐味の一つだなあと実感い

たしました。 

今後も、微力ながら ACP 推進に向けて活動し

ていきたいと思っております。皆さま方のご支

援・ご協力をいただけると幸いです。 チームメンバーは医師２名、看護師１名です。 


